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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｖ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｓ
外
伝
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
・
Ｗ
Ａ
Ｒ
・
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｅ
　

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
４
８
１
Ｐ

【
作
者
名
】

　
機
動
電
介

【
あ
ら
す
じ
】

　
今
も
ど
こ
か
で
、
誰
か
が
戦
っ
て
い
る
。

永
遠
に
繰
り
返
す
過
ち
。

人
類
は
、
何
も
学
ば
な
い
。
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＃
１
・
Ｉ
ｍ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

　
夜
の
空
の
下
、
冷
め
た
空
気
で
肺
を
満
た
し
、
深
く
長
く
息
を
吐
く
。

　
私
は
そ
う
し
な
が
ら
、
膝
を
点
い
て
降
着
す
る
自
分
の
機
体
の
足
元
で
目
を

閉
じ
た
。

　
巨
大
な
塹
壕
の
中
、
私
た
ち
が
い
る
の
は
連
隊
本
部
か
ら
１
５
０
Ｋ
ｍ
離
れ

た
荒
野
。

　
周
囲
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
音
。
自
分
と
兵
士
達
の
息
遣
い
。
砲
声
、
銃
声
、

う
め
き
声
。
そ
れ
ら
全
て
が
和
音
と
な
っ
て
聞
こ
え
て
く
る
。

　
目
を
開
い
て
辺
り
を
見
回
す
。
後
方
に
は
同
じ
よ
う
降
着
し
て
待
機
す
る
僚

機
、
Ｔ
－
７
２
の
現
地
改
修
機
体
３
機
。
そ
し
て
周
囲
に
は
、
擦
り
切
れ
た
布

き
れ
の
よ
う
に
地
面
に
座
り
込
む
兵
士
達
の
姿
。
み
な
目
は
虚
ろ
で
、
疲
弊
し

き
っ
て
い
た
。

　
同
じ
よ
う
な
様
子
を
、
私
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
見
て
き
た
。

　
私
の
母
は
、
私
を
砲
爆
撃
の
下
で
産
ん
だ
。
セ
ル
ビ
ア
人
だ
っ
た
母
は
敵
に

犯
さ
れ
て
出
来
た
私
を
、
あ
ろ
う
こ
と
か
産
み
、
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
。
た

と
え
同
胞
達
に
罵
ら
れ
、
排
斥
さ
れ
、
疎
外
さ
れ
、
一
人
に
な
っ
た
と
し
て
も
。

　
私
は
も
の
ご
こ
ろ
が
着
く
前
か
ら
戦
っ
た
。
ひ
た
す
ら
戦
い
、
同
胞
さ
え
も

撃
ち
な
が
ら
、
今
ま
で
生
き
、
気
付
け
ば
、
“
ト
ロ
イ
”
と
呼
ば
れ
る
、
部
隊

の
長
と
な
っ
て
い
た
。

　
ト
ロ
イ
は
、
１
２
軍
団
旗
下
に
設
立
さ
れ
た
、
“
傭
兵
達
で
構
成
さ
れ
る
正

規
部
隊
”
だ
。

　
そ
う
、
傭
兵
。
自
分
も
含
め
、
み
な
金
で
動
く
ハ
イ
エ
ナ
達
。
荒
く
れ
者
の

無
法
者
。
ド
ブ
川
の
浮
草
。

　
そ
ん
な
部
隊
の
中
、
女
で
あ
る
故
の
侮
蔑
と
危
険
は
お
釣
り
が
出
る
ほ
ど
受

け
て
き
た
。

　
そ
の
全
て
を
、
力
で
捩
じ
伏
せ
て
き
た
。
実
力
と
実
権
第
一
主
義
で
あ
る
傭

兵
達
。
そ
れ
を
束
ね
、
指
揮
し
、
君
臨
す
る
自
分
。
力
が
全
て
の
こ
の
世
界
に

お
い
て
、
敵
を
殺
す
事
こ
そ
が
そ
の
世
界
の
本
懐
で
あ
り
、
生
き
る
術
。
殺
す
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が
殺
さ
れ
る
か
。
気
を
抜
け
ば
殺
さ
れ
、
生
き
て
捕
ま
れ
ば
犯
さ
れ
る
。

　
そ
の
全
て
を
、
力
で
捩
じ
伏
せ
、
打
ち
砕
い
て
き
た
ト
ロ
イ
こ
そ
が
、
私
の

誇
り
の
全
て
。
力
の
具
現
化
だ
。

「
…
…
こ
ち
ら
ロ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
、
ト
ロ
イ
０
１
聞
こ
え
る
か
？
」

　
先
程
、
５
０
Ｋ
ｍ
前
方
に
送
り
込
ん
だ
偵
察
部
隊
か
ら
の
無
線
通
信
が
、
イ

ン
カ
ム
を
通
じ
て
聞
こ
え
て
き
た
。

「
こ
ち
ら
ト
ロ
イ
０
１
」

「
…
…
先
程
か
ら
Ｂ
４
７
～
Ｃ
２
２
２
戦
域
で
守
備
部
隊
が
敵
機
甲
中
隊
と
交

戦
。
予
備
戦
力
も
無
し
。
突
破
は
時
間
の
問
題
だ
」

「
ト
ロ
イ
０
１
了
解
…
…
」

　
絶
望
的
な
報
告
だ
っ
た
。

　
今
、
目
前
に
北
部
同
盟
軍
の
機
甲
部
隊
が
迫
っ
て
い
る
。
撤
退
し
よ
う
に
も
、

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
地
点
は
連
隊
本
部
よ
り
更
に
後
方
、
こ
こ
か
ら
２
０
０
Ｋ
ｍ
。

　
救
援
は
２
０
分
で
到
着
す
る
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
持
つ
か
ど
う
か
。

　
だ
が
、
諦
め
る
の
は
ま
だ
早
い
。
私
た
ち
は
ま
だ
生
き
て
い
る
。

　
私
は
生
き
た
い
。
犯
さ
れ
た
く
な
い
。

　
そ
ん
な
人
と
し
て
当
た
り
前
の
欲
求
の
為
に
私
は
力
を
振
る
う
。

　
歩
兵
達
も
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
死
に
た
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
私
達
は
、
彼
ら
の
最
後
の
希
望
だ
。

「
ト
ロ
イ
遊
撃
隊
第
一
小
隊
、
交
戦
用
意
！
」

　
私
は
イ
ン
カ
ム
に
向
か
っ
て
声
を
張
り
上
げ
た
。

　
同
時
に
、
三
人
の
血
に
飢
え
た
戦
士
か
ら
の
返
事
が
帰
っ
て
く
る
。
ト
ロ
イ

遊
撃
隊
の
急
先
鋒
、
第
一
小
隊
。

　
私
は
自
分
の
機
体
、
Ｈ
Ｍ
Ａ
－
ｈ
１
Ｄ
に
乗
り
込
み
、
機
体
を
起
動
さ
せ
る
。

「
三
人
と
も
聞
こ
え
て
い
た
な
。
間
も
な
く
敵
部
隊
が
こ
こ
に
く
る
。
我
々
は

そ
れ
に
先
じ
て
叩
く
。
二
号
機
は
私
と
来
い
。
三
号
機
と
四
号
機
は
残
っ
て
、

歩
兵
達
の
壁
に
な
っ
て
や
れ
」

　
私
は
そ
う
言
う
と
、
持
て
る
限
り
の
ラ
ン
サ
ー
と
弾
薬
を
持
ち
、
二
号
機
を

連
れ
て
塹
壕
を
出
た
。

　
一
瞬
、
二
号
機
の
肩
に
殴
り
描
か
れ
た
ト
ロ
イ
の
標
語
が
目
に
入
る
。
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“
Ｅ
ｌ
ｉ
，
 

Ｅ
ｌ
ｉ
，
 

Ｌ
ｅ
ｍ
ａ
 

Ｓ
ａ
ｂ
ａ
ｃ
ｈ
ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｉ
”

　
神
な
ど
糞
く
ら
え
だ
。
私
達
は
自
分
達
の
力
で
生
き
抜
い
て
見
せ
る
。

　
私
は
生
き
る
。

　
ド
ブ
川
に
も
花
は
咲
く
。
浮
草
に
も
夢
は
あ
る
。

１
．

「
来
た
ぞ
」

　
塹
壕
か
ら
６
Ｋ
ｍ
、
戦
線
側
面
。
ハ
ル
ダ
ウ
ン
し
た
私
の
機
体
の
側
で
息
を

潜
め
る
二
号
機
が
、
強
力
な
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
敵
機
を
捕
捉
し
た
。

　
二
号
機
は
機
体
頭
部
後
方
の
ド
ー
サ
ル
ス
パ
ン
に
大
量
の
電
子
偵
察
機
器
を

詰
め
込
ん
で
い
て
、
目
が
良
い
。
し
か
も
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
オ
ド
ポ
ー
ル
は
射

撃
の
名
手
だ
。

　
オ
ド
ポ
ー
ル
は
、
私
が
ト
ロ
イ
に
入
っ
て
か
ら
ず
っ
と
二
番
機
を
任
せ
て
い

る
男
だ
。
無
愛
想
で
寡
黙
な
男
だ
が
、
い
ざ
と
い
う
時
は
頼
り
に
な
る
。
実
際
、

今
回
の
作
戦
も
オ
ド
ポ
ー
ル
の
発
案
だ
。

　
作
戦
は
こ
う
だ
。

　
三
号
機
と
四
号
機
が
、
塹
壕
か
ら
敵
正
面
へ
遅
滞
攻
撃
を
か
け
、
そ
の
間
に

私
と
二
号
機
が
敵
側
面
へ
攻
撃
を
加
え
る
。
塹
壕
か
ら
の
遅
滞
攻
撃
に
加
え
、

側
面
か
ら
の
打
撃
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
側
面
攻
撃
の
発
起
地
点
を
悟
ら
れ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
だ
。

「
オ
ド
ポ
ー
ル
、
ラ
ン
サ
ー
の
準
備
は
い
い
な
？
」

「
あ
あ
。
発
射
筒
１
０
本
、
設
置
済
み
だ
」

　
私
は
ラ
ン
サ
ー
の
ト
リ
ガ
ー
を
自
機
Ｆ
Ｃ
Ｓ
へ
オ
ー
バ
ー
ラ
イ
ド
。

　
次
の
瞬
間
、
敵
部
隊
の
後
方
火
力
支
援
機
の
発
射
し
た
３
０
０
ｍ
ｍ
ロ
ケ
ッ

ト
弾
が
闇
を
切
り
裂
き
、
空
中
で
割
れ
て
子
弾
を
放
出
。
ば
ら
撒
か
れ
た
対
人

対
装
甲
子
弾
が
、
塹
壕
内
の
歩
兵
数
十
人
を
吹
き
飛
ば
す
。

「
始
め
ろ
！
！
　
フ
ァ
イ
ヤ
フ
ァ
イ
ヤ
フ
ァ
イ
ヤ
！
！
」

　
子
弾
の
雨
の
中
、
塹
壕
内
の
三
号
機
と
四
号
機
の
１
２
０
ｍ
ｍ
５
０
口
径
長
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重
機
関
砲
が
火
を
噴
い
た
。

　
重
機
関
砲
の
弾
道
は
驚
く
ほ
ど
フ
ラ
ッ
ト
で
、
重
い
１
２
０
ｍ
ｍ
砲
弾
は
８

Ｋ
ｍ
先
で
も
敵
機
の
装
甲
を
叩
き
割
っ
て
し
ま
う
程
だ
。

　
そ
の
重
機
関
砲
を
撃
つ
Ｔ
－
７
２
自
体
も
、
機
動
性
は
低
い
が
大
重
量
と
出

力
で
大
口
径
の
火
砲
を
運
用
で
き
る
強
み
が
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
敵
に
も
言
え
る
事
だ
。

　
敵
機
の
応
射
が
始
ま
る
。
闇
の
中
を
突
き
進
む
敵
機
の
群
れ
が
発
砲
。

　
敵
部
隊
の
火
力
は
充
実
し
て
い
て
、
ロ
ケ
ッ
ト
弾
に
重
火
砲
、
無
数
の
大
口

径
機
銃
ま
で
揃
っ
て
い
る
。
波
の
よ
う
な
攻
撃
。
曳
光
弾
の
シ
ャ
ワ
ー
。

　
一
瞬
、
こ
の
装
備
を
奪
っ
て
売
っ
た
ら
幾
ら
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
心
の
中
で

思
っ
た
が
、
そ
れ
は
生
き
残
っ
て
か
ら
の
話
だ
。

　
目
標
を
シ
グ
ネ
チ
ャ
で
ロ
ッ
ク
。
赤
外
線
カ
メ
ラ
映
像
に
映
る
敵
機
に
ロ
ッ

ク
オ
ン
カ
ー
ソ
ル
が
重
ね
ら
れ
た
瞬
間
、
私
は
即
座
に
、
全
て
の
発
射
筒
に
発

射
指
令
を
送
信
。
ラ
ン
サ
ー
１
０
基
が
、
私
達
の
潜
む
場
所
よ
り
更
に
５
０
０

ｍ
離
れ
た
地
点
か
ら
一
斉
に
発
射
さ
れ
、
数
秒
後
に
、
７
機
の
Ｔ
－
７
２
が
大

爆
発
し
た
。

　
ラ
ン
サ
ー
は
、
ト
リ
プ
ル
成
形
炸
薬
弾
頭
を
搭
載
し
た
、
対
艦
ミ
サ
イ
ル
並

の
サ
イ
ズ
と
威
力
を
持
つ
対
装
甲
ミ
サ
イ
ル
だ
。
そ
れ
が
直
撃
し
た
の
だ
か
ら
、

ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。

　
火
器
管
制
を
ガ
ン
に
。
赤
外
線
カ
メ
ラ
に
映
る
、
Ｔ
－
７
２
独
特
の
山
の
よ

う
な
大
躯
に
、
手
動
制
御
で
火
線
と
散
布
界
を
重
ね
、
ト
リ
ガ
ー
。

　
私
の
１
０
５
ｍ
ｍ
４
８
口
径
長
セ
ミ
オ
ー
ト
カ
ノ
ン
が
火
を
噴
き
、
一
瞬
遅

れ
て
、
オ
ド
ポ
ー
ル
機
の
９
０
ｍ
ｍ
５
５
口
径
長
ガ
ト
リ
ン
グ
重
機
関
砲
が
唸

り
を
あ
げ
る
。

「
今
だ
！
　
歩
兵
達
を
退
避
さ
せ
ろ
！
　
す
ぐ
に
反
撃
が
く
る
ぞ
！
」

　
私
の
言
葉
以
上
に
、
反
撃
は
思
っ
た
よ
り
も
早
か
っ
た
。
ミ
サ
イ
ル
に
火
砲

と
、
横
っ
面
を
殴
り
付
け
ら
れ
敵
部
隊
は
、
一
瞬
怯
ん
だ
も
の
の
、
直
ぐ
さ
ま

砲
列
を
組
み
直
し
て
反
攻
を
開
始
。

　
彼
ら
も
、
我
々
が
少
数
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
の
だ
。

「
こ
ち
ら
３
号
機
、
も
う
弾
が
な
い
！
　
４
号
機
も
同
様
！
」
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軽
薄
な
砲
火
の
中
、
彼
ら
の
Ｔ
－
７
２
は
、
１
０
０
ト
ン
近
い
質
量
の
機
体

を
時
速
１
５
０
ｋ
ｍ
近
い
ス
ピ
ー
ド
で
突
っ
込
ま
せ
て
く
る
。

　
対
装
甲
地
雷
は
、
敵
の
ク
ラ
ス
タ
ー
攻
撃
で
無
力
化
さ
れ
て
い
る
し
、
何
よ

り
“
厚
み
”
が
足
り
な
い
。

　
私
は
即
座
に
判
断
し
た
。

「
オ
ド
ポ
ー
ル
、
ト
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
を
使
え
！
　
装
填
の
タ
イ
ム
ラ
グ
は
承
知

し
て
い
る
。
私
が
囮
に
な
る
か
ら
、
出
来
る
限
り
撃
ち
ま
く
れ
！
」

　
私
は
、
セ
ミ
オ
ー
ト
カ
ノ
ン
を
、
砲
身
が
焼
き
付
き
そ
う
な
程
連
射
し
な
が

ら
、
オ
ド
ポ
ー
ル
に
言
っ
た
。

　
オ
ド
ポ
ー
ル
は
何
も
い
わ
ず
に
、
背
面
に
背
負
わ
れ
た
１
７
５
ｍ
ｍ
４
５
口

径
長
カ
ノ
ン
砲
・
ト
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
の
長
大
な
砲
身
を
展
開
さ
せ
て
、
初
弾
を

装
填
。

　
同
時
、
ス
ラ
ス
タ
ー
を
噴
射
し
て
飛
び
出
し
た
私
の
機
体
は
、
一
息
で
数
十

メ
ー
ト
ル
上
空
に
舞
い
上
が
る
。

　
次
の
瞬
間
、
足
元
で
ト
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
の
発
砲
炎
が
散
り
、
数
キ
ロ
先
の
敵

機
が
バ
ラ
バ
ラ
に
吹
き
飛
ん
だ
。

　
１
７
５
ｍ
ｍ
Ａ
Ｐ
Ｆ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
動
装
甲
を
撃
破
出
来
る
、
正

に
神
の
鉄
槌
。
だ
が
、
そ
の
速
射
性
能
は
極
め
て
低
い
。
そ
れ
を
補
わ
な
く
て

は
い
け
な
い
の
ば
私
だ
。

　
推
力
を
調
整
し
ホ
バ
リ
ン
グ
、
ハ
ン
ド
グ
レ
ネ
ー
ド
を
投
げ
て
撒
き
、
素
早

く
着
地
。
と
、
同
時
に
機
動
開
始
。
敵
機
に
向
か
っ
て
突
撃
。

　
敵
機
が
発
砲
。
機
体
の
機
動
性
に
物
を
い
わ
せ
て
回
避
。

　
そ
う
だ
、
私
に
食
い
つ
け
。
そ
う
す
れ
ば
、
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
が
逃
げ

ら
れ
る
。

　
セ
ミ
オ
ー
ト
カ
ノ
ン
を
三
点
射
。
一
機
撃
破
。

　
対
装
甲
ミ
サ
イ
ル
接
近
、
数
４
。
フ
レ
ア
射
出
。
３
基
を
回
避
し
、
一
基
を

Ａ
Ｐ
Ｓ
が
迎
撃
。

　
背
後
に
敵
機
。
だ
が
、
私
は
無
視
し
て
正
面
の
敵
機
を
ロ
ッ
ク
す
る
。
敵
機

が
、
至
近
距
離
で
１
２
５
ｍ
ｍ
砲
を
発
砲
。
同
時
に
、
私
は
敵
機
に
１
０
５
ｍ

ｍ
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
を
叩
き
込
ん
で
黙
ら
せ
る
。
背
後
の
敵
機
は
オ
ド
ポ
ー
ル
が
喰
っ
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た
。
だ
が
、
１
２
５
ｍ
ｍ
は
私
の
機
体
の
左
肩
を
吹
き
飛
ば
し
た
。
し
か
も
、

今
の
で
１
０
５
ｍ
ｍ
は
看
板
だ
。

　
だ
が
、
リ
ロ
ー
ド
し
て
い
る
暇
は
無
い
。

　
１
０
５
ｍ
ｍ
を
捨
て
て
腰
部
ラ
ッ
ク
か
ら
９
０
ｍ
ｍ
短
機
関
砲
を
抜
き
、
回

避
機
動
を
取
り
な
が
ら
、
一
番
近
い
敵
機
の
下
肢
部
へ
集
中
砲
火
。
Ｔ
－
７
２

の
装
甲
に
は
、
１
０
５
ｍ
ｍ
口
径
以
上
の
火
砲
が
有
効
だ
が
、
９
０
ｍ
ｍ
な
ら

ば
、
近
距
離
か
ら
の
集
中
砲
火
。
こ
れ
し
か
な
い
。

　
１
マ
ガ
ジ
ン
の
半
分
を
使
っ
て
、
敵
機
を
転
ば
せ
る
。

　
元
か
ら
転
倒
し
な
い
事
を
前
提
に
設
計
さ
れ
た
大
重
量
機
で
あ
る
Ｔ
－
７
２

は
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
周
り
の
緩
衝
機
構
が
甘
い
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、
転
倒
し
た

衝
撃
で
失
神
し
て
い
る
筈
だ
。

　
し
か
し
そ
の
時
、
一
発
の
砲
弾
が
私
の
機
体
の
膝
を
砕
い
た
。

　
同
時
に
、
オ
ド
ポ
ー
ル
機
の
周
り
に
砲
弾
や
ロ
ケ
ッ
ト
が
落
ち
始
め
る
。
火

点
を
覚
ら
れ
た
か
、
こ
の
ま
ま
で
は
オ
ド
ポ
ー
ル
機
は
砲
弾
の
雨
に
打
た
れ
る

事
に
な
る
。

　
私
は
、
砲
火
の
飛
び
交
う
中
で
機
体
に
尻
餅
を
突
か
せ
、
オ
ド
ポ
ー
ル
に
言

う
。

「
も
う
い
い
オ
ド
ポ
ー
ル
！
　
も
う
退
避
し
ろ
！
」

　
だ
が
。

「
Н
е
т
！
（
い
や
だ
！
）
」

　
オ
ド
ポ
ー
ル
は
逃
げ
な
い
。
だ
が
ト
ー
ル
ハ
ン
マ
ー
も
、
も
う
弾
が
少
な
い

筈
だ
。

　
オ
ド
ポ
ー
ル
へ
の
砲
撃
精
度
が
増
し
て
い
き
、
砲
や
単
分
子
ナ
イ
フ
を
構
え

た
敵
機
が
、
押
し
寄
せ
る
。

「
ま
だ
こ
ん
な
に
…
…
」

　
次
々
に
押
し
寄
せ
る
敵
機
の
群
れ
を
見
て
、
存
分
に
嬲
り
殺
さ
れ
る
自
分
の

姿
が
目
に
浮
か
ん
だ
。

　
だ
が
そ
の
時
。

　
突
然
、
複
数
の
敵
機
が
、
上
空
か
ら
の
砲
撃
に
貫
か
れ
て
爆
ぜ
た
。

　
レ
ー
ダ
ー
に
友
軍
機
の
反
応
、
１
。
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射
線
か
ら
推
測
し
、
上
空
を
見
上
げ
る
。

　
夜
の
大
気
に
、
ス
ラ
ス
タ
ー
炎
の
煌
め
き
。
そ
し
て
、
火
砲
の
発
砲
炎
。

　
そ
の
機
体
は
、
高
度
を
急
激
に
下
げ
て
地
表
を
擦
過
し
、
瞬
時
に
３
機
の
敵

機
を
撃
破
。
一
切
の
無
駄
を
排
除
し
た
戦
闘
機
動
に
よ
り
、
ま
る
で
巨
大
な
ロ

ー
ラ
ー
が
押
し
潰
し
て
行
く
か
の
よ
う
に
、
敵
機
の
群
れ
が
消
え
て
い
く
。
　

い
つ
の
間
に
か
砲
声
は
止
み
、
辺
り
に
は
燃
え
上
が
る
無
数
の
敵
機
と
、
気
付

け
ば
、
遠
く
地
平
線
の
上
、
敵
後
方
部
隊
の
方
角
で
も
火
の
手
が
上
が
っ
て
い

た
。

　
私
は
思
わ
ず
息
を
飲
み
、
敵
機
を
舐
め
尽
く
し
た
元
凶
を
ま
じ
ま
じ
と
見
る
。

　
見
る
か
ら
に
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
、
ｈ
１
Ｄ
の
カ
ス
タ
ム
機
。
右
肩
に

は
尾
の
割
れ
た
キ
ツ
ネ
の
エ
ン
ブ
レ
ム
、
そ
し
て
左
肩
に
は
、
地
獄
の
炎
の
エ

ン
ブ
レ
ム
。

　
私
は
今
、
伝
説
と
出
逢
っ
た
。

　
ナ
イ
ン
テ
ー
ル
フ
ォ
ッ
ク
ス
隊
長
。

　
彼
の
、
名
前
は
…
…

「
作
戦
空
域
に
到
達
」

　
突
然
の
声
が
、
私
の
意
識
を
引
き
戻
し
た
。

　
機
体
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
中
、
薄
暗
い
空
気
に
モ
ニ
タ
ー
の
光
が
通
る
。

　
“
私
達
”
を
載
せ
た
輸
送
機
が
、
作
戦
領
域
で
あ
る
カ
ン
パ
ニ
ア
上
空
に
到

達
し
た
の
だ
。

　
久
し
ぶ
り
に
懐
か
し
い
夢
を
見
た
。
初
め
て
彼
と
出
逢
っ
た
日
の
事
を
。

　
今
な
ぜ
、
こ
ん
な
夢
を
見
た
の
か
は
解
ら
な
い
が
、
悪
い
気
分
で
は
な
か
っ

た
。

　
彼
は
今
も
、
ど
こ
か
で
戦
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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私
は
…
…
、
や
は
り
戦
争
が
終
っ
て
も
、
戦
い
を
止
め
て
い
な
い
。

　
身
に
染
み
付
い
た
生
き
方
を
、
変
え
る
事
は
難
し
い
。

　
生
き
る
こ
と
は
戦
う
事
。

　
機
体
は
も
う
す
ぐ
、
戦
場
へ
投
下
さ
れ
る
。

　
生
き
る
こ
と
は
闘
う
事
。

　
こ
れ
が
、
私
の
戦
争
。

ｆ
ｉ
ｎ
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＃
１
・
Ｉ
ｍ
ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
（
後
書
き
）

さ
て
、
外
伝
ス
ト
ー
リ
ー
始
ま
り
ま
し
た
よ
。

普
段
、
見
る
こ
と
の
な
い
面
や
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
盛
り
込
む
予
定
。

観
想
、
評
価
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。



11

　
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

VARIANTAS外伝　GIGANTIC・WAR・FARE　

2010年11月21日12時55分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n0481p/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n0481p/

